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 酒々井町特別職報酬等審議会 

[第 2回会議記録] 
 

１．日 時    令和元年 12 月 19 日（木） 午前 10 時から 

２．場 所    酒々井町役場中央庁舎３階会議室 

３. 出席者       会 長 秋山義継 

副会長 川島貞夫 

              委 員 宮野孝雄、齋藤甲一、藤﨑美津江、桜井照嘉 

       事務局 大塚総務課参事、越川総務課副参事 

４．議 題 

（１）審議会会議録及び公表について 

（２）各種審査資料について（資料１～資料８） 

（３）答申案について 

     ①[諮問事項]議会議員の報酬について 

     ②[諮問事項]特別職の給与について 

     ③付帯意見等について  

 

５．資 料 

資料１ 各種調査依頼事項 

①政務活動費について 

②近年の県内他団体の報酬等の適用状況について 

③議員定数の地方自治法及び定数条例の経緯について 

④地方交付税算定における議員の数について 

資料２ 議会費の推移及び平成３０年度議会費決算について 

資料３ 佐倉市との合併協議会における議員定数 

資料４ 町議会改革特別委員会の審議結果・委員会会議録（抜粋） 

資料５ 国立社会保障・人口問題研究所人口推計 

資料６ 給与勧告の実施状況 

資料７ 類似団体議員定数一覧 

資料８（参考）寒川町議会改革推進委員会の類似団体比較調査 

 

６．主な意見等 

（議員報酬等） 

・議会改革特別委員会の会議録で、現状の議員報酬では生活できない旨の発言があるが

議員報酬は生活給ではない。報酬額主たる仕事などがあって、それでも議員として活

動したいという意志のある方が立候補するのだと思う。 

・議会改革特別委員会での議論では、数値的な議論が全くなされていない。感覚的な話

ばかりである。議事録にも数字が残るような議論をしてもらいたい。 

・議員報酬については、民間企業の状況や人事院勧告の経緯・状況から、報酬を引き上

げる理由は見当たらず現状維持が妥当と考える。 
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・今後、財政状況によって変化することは考えられるが、他団体の報酬額とも比較して、

現在の報酬額が妥当と考える。 

・国立社会保障・人口問題研究所の人口推計で、２０２０年以降、酒々井町の人口が２

万人を下回って減少していくことで財政的にも苦しくなってくることが考えられ、議

員定数は１４名程度。急激に減らすことは難しいが２名減が妥当と考える。 

・栄町と比較すると、人口はほぼ同じ、栄町は面積が広いにも関わらず議員定数を１４

人にしている。栄町がこれだけのことをやっているのに、町民感覚とすれば議員定数

を減らさないと納得できないという感じがする。 

・議員定数は１０人くらいでよいとも思うが当面は１４人が妥当 

・議員定数については議員が決めていること。適正なのは１０人かも知れないし８人な

のかも知れない。栄町は１４人になっている。現在の１６人から減らすべきとは思う

が、委員会として人数を意見として出す必要はない。 

・議員定数について町の現状と議会の活動状況から議員自ら検証してもらいたい。 

・議員報酬は現状で良い。但し、議員定数を減らすと町民要望が伝わりにくいという懸

念もあり、政務活動費を支給することで、議員活動を活発化してもらいたい。 

・政務活動費ついては、知識を深めるための研修費としてはよいとしても、月にいくら

というかたちで定める必要はない。 

・政務活動費について、どういう活動をするのか明確にしたうえで、領収書を添付する

に留まらず、どういう成果が得られたという報告まであれば良い。 

・他団体では、政務活動費の増額にあわせて報酬額や議員定数を減らしているなど状況

は様々である。当町議会の報酬は維持するのであれば、報酬額は他と比べて低いとい

う状況ではないので、政務活動費は現状と同じく特に必要ない。 

・定数の問題も、報酬の問題も、議会が率先して改革に取り組んでもらいたい。 

・議会活動のイノベーションである。踏襲するのではなく、運営の仕方、考え方を変え

ることが大事である。率先してやるべき。比較することも大事であるが、議会イノベ

ーションに期待する。 

（特別職の給料） 

・特別職の給料について、民間のベースアップや公務員の状況からやはり上げる理由は

ないので現状が妥当と考える。 

・平成６年の答申から人口も変わっていないので、当時の審議会の意見を尊重する。 

・月額８０万円は近隣と比べて高い方であり、現状が妥当と考える。 

（その他） 

・今回の当審議会への諮問の経緯は、議会議員の報酬額を上げてくれということなのか、

あるいは下げるのか。はっきりした方向性を示された方がよい。 

・議員の資産公開について、町村の議会議員については法的に定められていないが、合

併をせずに１３０周年を迎えたいちばん古い町の議会が、新しい発想のもとやってみ

るのもこの情報化社会において議会のＰＲにもなる。自分の身も公開されるといった

ことを他に先駆けてやってもらいたい。 

 


